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論  文  内  容  の  要  旨  

カキ（Dio竣γrOS kakiThunb．）はその脱渋性の遠いから完全甘ガキ（PCNA），不完全甘ガキ（PVNA），不完全渋ガキ  

（PVA），完全渋ガキ（PCA）の4タイプの品種群に分類される。このうち，樹上で安定して渋味を消失するPCNA品種  

群の園芸的価値が高く，優良なPCNA品種の獲得は重要な育種目標となっている。しかしながら，PCNA品種群は比較的  

最近，突然変異によって日本で独自に発生したと考えられており，その遺伝的変異は小さく，また，その形質は劣性である。  

このため，これまでの育種計画ではPCNA同士の交雑が繰り返され，現在，交雑個体の近交弱勢が深刻な問題となってい  

る。一方，近年，Wangらによって中軌こも甘ガキ‘羅田甜ヰ軒が存在することが報告され，日本に導入後，この品種が  

PCNAであることが確認された。本論文は，この中国で発見された‘羅田甜柿，の甘渋性の遺伝特性を明らかにするととも  

に，タンニン成分の化学的特性とプロアントシアニジン生合成に関与する遺伝子の発現様式を日本のPCNA品種と比較す  

ることによって，中国のPCNA‘羅田甜柿，の特異性を明確にしたものであり，以下の4章よりなっている。   

第1章では，‘羅田甜柿，がPCNA品種であることをタンニン細胞の肥大パターンから確認した後，‘羅田甜柿，と日本の  

PCNA‘太秋，および‘晩御所，との交雑個体の果実における甘渋性の分離をタンニン細胞の大きさを指標として調査してい  

る。その結果，日本のPCNA品種同士の交雑ではPCNA個体のみが得られるのに対し，‘羅田甜柿，と‘太秋’あるいは‘晩  

御所，の交雑からはPCNA個体とnon－PCNA（PVNA，PVA，PCA）個体が分離することを示した。さらに，‘羅田甜柿’  

と日本のPCA’四溝，および‘岩瀬戸，の交雑によっても後代にnon－PCNA個体とともにPCNA個体が出現することを明  

らかにし，‘羅田甜柿，の甘渋性遺伝の特異性を明らかにしている。   

第2章では，‘羅田甜柿，のタンニン成分の化学的特性を明らかにするため，タンニンの分子量分布とアセトアルデヒドと  

の反応性を調査している。すなわち，日本のPCNA品種のタンニン成分は低分子領域に分子量分布を示すが，‘羅田甜柿’  

のタンニン成分はnonMPCNA品種と同様，高分子領域に分布していることを明らかにしている。また，アセトアルデヒド  

との反応性に関しても日本のPCNA品種ではその反応性が低いが，‘羅田甜柿’ではnonMPCNA品種と同様に高い反応性  

を示すことを示した。さらに，日本のPCNA品種のBClおよび‘羅田甜柿，のFlにおいて分離したPCNAとnon－PCNA  

の個体を用いて同様の調査を行い，日本のPCNA品種のBCl個体ではタンニンの化学的特性が甘渋性と同様に分離するが，  

‘羅田甜柿，と日本のPCNA品種である‘太秋，との交雑により生じたFlではPCNA個体でもnon－PCNA個体に類似した  

化学的特性を示すことを明らかにしている。   

第3章では，プロアントシアニジン生合成に関わるフラボノイド合成過程を遺伝子レベルで調査することを目的とし，既  

知のフラボノイド生合成関連遺伝子9種をPCA‘西条，果実から単離した後，‘羅田甜柿，，日本のPCNA品種，PCA品種  

に関して，果実発育に伴うこれらの遺伝子発現を調査している。その結果，日本のPCNA品種では調査したフラボノイド  

生合成に関与するすべての遺伝子の発現が6月下旬から減少しているのに対し，‘羅田甜柿，ではこれらの遺伝子発現が  
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PCA品種と同様に9月下旬まで持続しており，‘羅田甜柿，における変異が日本のPCNAとは異なる遺伝子に起因している  

ことを明らかにしている。   

第4章では，樹上脱渋処理したPVA‘平核軒果実と無処理果実，および‘羅田甜柿，と日本のPCNA’太秋，の交雑によ  

り得られたPCNA個体とnon－PCNA個体を用い，SuppreSSion subtractive hybridizationによりプロアントシアニジン生  

合成に関わる遺伝子群の単離を試み，いくつかの候補遺伝子の単離に成功している。さらに，これら候補遺伝子の発現を‘  

羅田甜柿’，日本のPCNA品種，PCA品種を用いて経時的に調査し，これらの品種における果実の渋味消長パターンと比  

較解析することで，これらの候補遺伝子からカキ果実のタンニン生成に強く関係していると考えられる遺伝子を絞り込み，  

プロアントシアニジン生合成およびその液胞への輸送における役割を考察している。  

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨  

カキ（Dio砂ros kakiThunb．）はその脱渋性の違いから完全甘ガキ（PCNA），不完全甘ガキ（PVNA），不完全渋ガキ  

（PVA），完全渋ガキ（PCA）の4タイプの品種群に分類される。このうちPCNA品種群の園芸的価値が高いが，PCNA  

品種群は比較的最近，突然変異によって日本で独自に発生したと考えられており，その遺伝的変異は小さく，また，その形  

質は劣性である。一方，近年，中国にも甘ガキ‘羅田甜柿，が存在することが報告され，日本に導入後，この品種がPCNA  

であることが確認された。本論文は，この中国で発見された‘羅田甜柑の甘渋性の遺伝特性を明らかにするとともに，タ  

ンニン成分の化学的特性とプロ∧アントシアニジン生合成に関与する遺伝子の発現様式を日本のPCNA品種と比較すること  

によって，中国のPCNA‘羅田甜柿，の特異性を明確にしたものである。得られた主要な成果は以下のとおりである。  

1．日本のPCNA品種同士の交雑ではPCNA個体のみが生じるのに対し，‘羅田甜柿，と日本のPCNA‘太秋，および‘晩   

御子升との交雑により，PCNA個体のみでなく，nOn－PCNA（PVNA，PVA，PCA）個体が分離することを明らかに  

した。さらに，‘羅田甜柿’と日本のPCA‘四溝’および‘岩瀬戸，の交雑によっても，nOn－PCNA個体とともにPCNA   

個体が出現することを明らかにし，‘羅田甜柿’の甘渋性遺伝の特異性を示した。   

2．‘羅田甜柿’のタンニン成分は，nOn－PCNA品種と同様に高分子領域に分子量分布を示すことをサイズ排除クロマト  

グラフィーで明らかにし，また，アセトアルデヒドとの反応性も日本のnon－PCNA品種と同様に高いことを示し，‘   

羅田甜柿’のタンニン成分の特性が日本のPCNA品種の特性と大きく異なっていることを明らかにした。   

3．フラボノイド生合成に関与する遺伝子群のカキ果実の発育に伴う発現様式を解析し，日本のPCNA品種ではこれら   

の遺伝子群の発現が発育初期にすべて減少するのに対し，‘羅田甜柿，ではこれらの遺伝子群の発現がPCA品種同様，   

発育後期まで持続していることを示し，‘羅田甜柿，の自然脱渋機作が日本のPCNAとは異なる遺伝子に起因している  

ことを明らかにした。   

4．suppressidnsubtractivehybridizationによりプロアントシアニジン生合成に関わる遺伝子群の単離を試み，いくつか   

の候補遺伝子の断片を単離した。さらに，これら候補遺伝子の発現様式を調査することで，これらの候補遺伝子が‘羅  

田甜柿’の脱渋機作に関与する役割を推察した。  

以上のとおり，本論文は中国で発見された完全甘ガキ‘羅田甜柿，の甘渋性遺伝の特異性を示し，‘羅田甜柿，が今後   

の完全甘ガキ品種の育種のための重要な遺伝資源であることを明らかにするとともに，プロアントシアニジン生合成に   

関与すると考えられる遺伝子についても新たな知見を提供しており，果樹園芸学，果樹育種学並びに果樹生理学の発展  

に寄与するところが大きい。  

よって，本論文は博士（農学）の学位論文として価値あるものと認める。  

なお，平成17年8月16日，論文並びにそれに関連した分野にわたり試問した結果，博士（農学）の学位を授与される  

学力が十分あるものと認めた。  

－1220－   


